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のないことより考えると多収への道は単位面硫当りの蓑

数の確保にあることになるが，収是はこの様に期待値に

達しないことは結局前にも述べた様に密棒条件では越冬

体制に無理が生じ　欠株を多く出すことと，株間の競合

により生育の不均一性が増収を阻止して居る原因の様に

思われる．

4．総　　　　　括

栽植様式及び肥料の塘施によって菜種の諸形態にいか

なる変化を及ぼし，またそれが品種間による差異を合せ

て検討した．

栽植様式を変え密度を高めるには畦Hl・株間の2つの

移動があるが両品種とも株間を狭めると単位面萬当りの

莱数は増加する．しかし畦巾についてはアサヒは60用程

度が適当で，チサヤはアサヒより若干狭い瞳巾でも耐え

る傾向にあった．また深耕増肥によって密植区の単位面

硫当りの莱数は増加するが，子実収量はこれに伴なあな

かった．この点は非帯に重要なことで，特に蔚雪地帯に

おいて密粧された場合ズイ部の伸長皮が大となり，且つ

また株間の虎かこよる生育の不均一性も手伝って越冬体

制が非常に不安定になって来る．このことが収穫株率の

低下を来し，収量が期待通り上昇しない一因ともなって

屠る様である．

従って融雪地帯の機械化栽培を行なう場合には栽植密

度と同時に安定して越冬体制を確立する方策の研究が大

切と思われる．

砂丘地におけるSplinkler（自動［亘I転式散水器）

による港漑方法について

若　　松　　幸　　夫

（山形県農試砂丘分場）

砂丘地の開発や砂丘地帯の園芸作物には濯漑はほとん

ど必須条件でその効果は梅めて大きい．しかし・これら

の地帯では保水能力が′J、さく珍適性能力が大きいので畦

間滞漑は採用し難く，砂丘地帯の湛漑はSprinklerによ

る散水潅漑が妥当と考えられる．

ところで畑地滞漑がよいことがわかっていながら実施

上の障碑になるのは，その施設に多額の経費のかかるこ

とであるので，最少の設備で最大の効果をあげる工夫が

なされなければならない．

それには怖漑水を有効に利用すること，潅漑の効果を

充分発揮出来るような栽培法を確立することが重要と考

えるが，ここではSprinklerそのものの基礎的に重要性

があると考えられるPipelineとSprinklerの間隔・

Sprinklerの確漑効率並びに損失について実験を行なっ

たので報告する．

1．実　験　方　法

1．水源として当場内の既設の井戸を利用し，タービ

ンポソプで水槽に導入し，可搬式トーハツポンプ（出力

6．5馬九1，400回転）で揚水した．

2．散水分布は径20C，高さ15と潤のブリキ製円筒を

用い，これをSprinklerを中心に直角な二つの軸上に

Sprinklerの支配面酢を完全に覆うように碁盤上に2米

毎に配置し，散水量を測定した．圧力はSprinkerとポ

ンプのところを調査した．なお，散水試験中には気象因

子の測定を行なった．

2．調査結果並びに考察

1．PipelineとSprinker間隔と均等性

散水の分布は当然散水円の重ね方によって異なってく

るもので，大体無風の場合はSprinkerの間隔は時々そ

の半径に等しくとるのが普通である．しかし，風がある

と散水される面街が円形でなくて楕円形となるので夙に

直角の方向の間隔をせまくとるのが普通である．

最も均斉な散布を行なうためには散水器の間隔を如何

にすべきかを分析するために一群の散水掛こよる散布の

均等性を調べる目的でその間隔を標準通りに一方向12，循

他方向18〝まとして散布図型を重複させ，各方向に2桝の

間隔の点で散水品をその水深によって測定した．

4個の　Sprinklerがそれぞれ正味の支配面群の散水

を行なったものが互に重複し合って出来た結果である散

布図型を比較し，各種の散水器の間隔の変化が水の散布

に如何に影響するかを解明するために均等性の指標とな

る数学的表現が必要であるので，このために均等係数
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（Cu）と称する表現法を利用した．

均等係数の算出方式は下記の式によった．

すなわち，Cu＝100（1・0－慧）
ここに封は各散水深の観測値の平均値mよりの偏差で

あり，nは観測数である．

完全に均等に分布されるならばCu＝100で表わされ均

等係数が悪るくなれば，この百分率は低下する．平均水

深及び均等係数は風速の影響もあるが，その時の湿度に

かなり影響し一旦散水されても蒸発する塁がかなりある

ものと思われる．

以上の試験から少なくとも均等係数が70％以上の数値

を与えるようSprinklerの配置を決定すべきと考える・

次に実験結果をみると第1表，第2表の如く，Rain

Bird肋30（U．S．A製）は84．4％，日本製Ⅹ肋40で

は78％であり，砂丘地においても12〃2×18〝2の配置で適

当と考えられる．

しかしながら，砂丘地は防風林に囲まれている関係上

風の方向は常に一定方向に吹かず時々変化するので前述

した如く18I循×12桝の組合せよりも，むしろ16，循×16ナ符

の正方形にした方が適切ではなかろうかと考え，図上で

組合せ均等係数を算出したが，Rain BirdNb．30はほぼ

同じ結果を示したが，日本製では16〝7×16刑の方がすく0

れた．

これはSprinkler自体の構造，特に回転速度に影響さ

れるところが大きいと思われるが，更に検討する必要が

考えられる．

2．Sprinklerの散水効率並びに損失について

実際に散布されるまでにかなりのロスが考えられる．

第1表．散水効率並びに均等係数，

月日 潅漑時刻

すなわち，夙により空気中に飛散される水量や蒸発量で

ある．

Sprint【1erのノズルから直接噴射される量と実際地上

に散布された畠との差が損失量と考えられる．しかし，

一日．地上のブリキ缶に落下した水の蒸発量はこの損失水

量に含まれていないから本試験においては，蒸発量はこ

の損失水量に含まれていない．従って蒸発量を測定する

ためブリキ缶に注水し，この蒸発量を測定し，その蒸発

量を加えることにより実際に地上に落下した散水最とみ

なし潅漑効率を算出した．

すなわち，今時間当りのノズルからの噴出量をQとし

1個のブリキ缶が支配する両肘こ落下した時間当りの放

水量をqとし，ブリキ缶の時間当りの蒸発量をq′とすれ

ば散水効率JeはJe＝100（1・0－呈㌍）となる・
昨夏の実験についてはRain Bird Nb．30では84％，日

本製KAb．40で84．6％の結果を得，大体15％前後の損失

が認められた．

散水中のロスについては，高風速になると霧状になっ

て飛散し，地表において測定し得る量に達しないし，測

定区以外に飛散したものも土壌を湿する程度にならない

から完全な択失となる．

この損失は水圧によっても影響をうけ，高圧になると

非常に細かい粒となって広い面掛こ散布されるから損失

は増大する．

従って風の強い時は作物に被害を与えない程度に水滴

を大きくした方が有利とみなされる．換言すれば，すな

わちある程度水圧を落した方が有利である．

その他，気温等の影野もみられるが，総ゆる損失に影

その他（Rain BirdAb．30）
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第2表．散水効率並びに均等係数，

気組l湿度
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その他（日本製K肋40）

均等　係数

0．95】0．09

響する要素は湿度の影響を受けることになり散水効率は

温度と正の相関を示した．

そこで散水時刻の理想の時間として夜間，早糊の湿度

が高くしかもその時刻は風もほとんどないことから理想

的と考えられる．

その実験として第2表の下段にある如く，8月21日の

日中（13．30～14．30）・夕方（17．50～18．50）・早朝（4．15

～5．15）の3回に亘って散水効率・均等係数を調査した

結果，散水効率では日中77．5％・夕方91．8％・早朝94・3

％であり，均等係数（18研×12桝）では日中80．1％・夕

方82．9％・早朝86．2％でかなりの差が認められた．

しかしながら，実際に落花生・甘藷・大豆・露地メロ

ンに日中と夕方及び早朝と滞漑時刻を変えて散水した場

合には生育収一糾こ及ぼす影響はみとめられなかった．

堆肥散布機の利用性能試験

月　館　鉄　夫・守　屋　高　雄

川　村　五　郎・赤　松　トミエ

（東　北　農　試）

は　　じ　　め　　に

堆肥の施用は地力の維持増進に果す役割りが大きい．

しかし，堆肥の製造・運搬及び散布作業には多くの労力

を要するので，これらの機械化による省力化は重要な課

題であると考えられる．

本試験はまず堆肥散布機の性能を作業工程・作業租度

及び牽引抵抗の面から検討し，利用法を明らかにしょう

とした．

1．作業工程試験

1．試験方法

トラクタは，フォードソン・デキスタ（32PS）を供用

した．供試堆肥散布機の主要諸元は第1表に示した通り

である．供試圃場は，東北虎試経営郡圃場（洪硫火山灰

土）で，小麦収穫跡地を前年秋耕した圃場100fZを用い

た．試験は1961年5月12～13日に行なった．堆肥は圃場

第1表．堆肥散布機の主要諸元
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